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平成26年度の我が国経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動減
が見込まれるものの、年度を通してみれば堅調な内需に支えられた景気回復。 

平成26年度政府経済見通しの概要 
～経済成長の姿－実質GDP成長率と寄与度～ 
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消費税率引上げの
影響を除く 

消費者物価指数（総合）の変化率 

平成26年度政府経済見通しの概要 
～デフレ脱却に向けた姿～ 

平成26年度はデフレ脱却に向け着実な進展が見込まれる。 

GDPデフレーターの変化率 

（備考）総務省「消費者物価指数」より作成。平成26年度は消費税率引上げの影響を含む。 （備考）内閣府「国民経済計算」より作成。平成26年度は消費税率引上げの影響を含む。 
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